
(57)【要約】

【課題】

【解決手段】　本発明の実施形態は、眼圧を処置する方

法およびシステムを提供する。標的となる眼の毛様体領

域にレーザ光が向けられる。その光は、毛様体領域を刺

激して、その中に詰まった破片を除去する。毛様体への

刺激によって、免疫反応が引き起こされてよい。ブドウ

膜－強膜流出経路を塞ぐ破片を除去することで、眼の前

房からの房水の流出が増大し、眼圧が低減される。

【選択図】　図９
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ほ 乳 類 の 眼 の 眼 圧 を 処 置 す る た め の 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 眼 の 毛 様 体 領 域 に レ ー ザ 光 を 向 け る 工 程 と 、
　 前 記 毛 様 体 領 域 を 刺 激 す る 工 程 と 、
　 前 記 毛 様 体 領 域 に 詰 ま っ た 破 片 を 除 去 す る 工 程 と 、 を 備 え る 、 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 レ ー ザ 光 は 、 ５ ０ μ ｍ 以 上 の 透 過 深 さ を 有 す る 、 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 レ ー ザ 光 は 、 ７ ０ μ ｍ 以 上 の 透 過 深 さ を 有 す る 、 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 レ ー ザ 光 は 、 ２ ０ ０ μ ｍ 以 上 の 透 過 深 さ を 有 す る 、 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 さ ら に 、
　 前 記 毛 様 体 領 域 の 毛 様 体 線 維 柱 帯 を 前 記 レ ー ザ 光 の 標 的 に す る 工 程 を 備 え る 、 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 さ ら に 、
　 免 疫 反 応 を 引 き 起 こ す 工 程 を 備 え る 、 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 免 疫 反 応 は 、 サ イ ト カ イ ン お よ び マ ク ロ フ ァ ー ジ の 活 性 化 を 含 む 、 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 さ ら に 、
　 前 記 毛 様 体 線 維 柱 帯 に 前 記 レ ー ザ 光 を 隅 角 鏡 に よ っ て 供 給 す る 工 程 を 備 え る 、 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 さ ら に 、
　 前 記 毛 様 体 領 域 内 に 位 置 す る 毛 様 体 を 標 的 に す る 工 程 を 備 え る 、 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 ９ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 さ ら に 、
　 免 疫 反 応 を 引 き 起 こ す 工 程 を 備 え る 、 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 免 疫 反 応 は 、 サ イ ト カ イ ン お よ び マ ク ロ フ ァ ー ジ の 活 性 化 を 含 む 、 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 請 求 項 ９ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 さ ら に 、
　 前 記 眼 の 強 膜 を レ ー ザ 供 給 装 置 で 圧 迫 す る 工 程 を 備 え る 、 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 請 求 項 ９ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 さ ら に 、
　 前 記 眼 の 強 膜 を 通 し て 前 記 レ ー ザ 光 を 送 る 工 程 を 備 え る 、 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、 さ ら に 、
　 前 記 強 膜 上 の 複 数 の 点 を 扱 う 工 程 を 備 え る 、 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 レ ー ザ 光 は 、 ６ ０ ０ ｎ ｍ よ り 大 き い 波 長 を 有 す る 、 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、
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　 前 記 レ ー ザ 光 は 、 ７ ０ ０ ｎ ｍ か ら １ ０ ０ ０ ｎ ｍ の 範 囲 の 波 長 を 有 す る 、 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 レ ー ザ 光 は 、 チ タ ン サ フ ァ イ ア レ ー ザ に よ っ て 生 成 さ れ る 、 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 ほ 乳 類 の 眼 の 眼 圧 を 処 置 す る た め の シ ス テ ム で あ っ て 、
　 ５ ０ μ ｍ よ り 大 き い 範 囲 の 組 織 透 過 性 を 有 す る レ ー ザ 光 を 生 成 す る レ ー ザ 生 成 器 と 、
　 前 記 レ ー ザ に 結 合 さ れ た レ ー ザ 供 給 装 置 と 、 を 備 え 、 前 記 レ ー ザ 光 は 、 前 記 眼 の 毛 様 体
を 標 的 に す る 、 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 請 求 項 １ ８ に 記 載 の シ ス テ ム で あ っ て 、 さ ら に 、
　 前 記 眼 の 前 房 の 周 り に 配 置 さ れ た 接 触 リ ン グ を 備 え 、 前 記 レ ー ザ 光 は 、 複 数 の 標 的 点 に
同 時 に 供 給 さ れ る 、 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 請 求 項 １ ８ に 記 載 の シ ス テ ム で あ っ て 、 さ ら に 、
　 前 記 装 置 は 、 前 記 眼 の 強 膜 に 直 接 的 に 接 触 す る よ う 構 成 さ れ て い る 、 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 強 膜 越 し に 毛 様 体 形 成 を 行 う た め の 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 眼 の 毛 様 体 領 域 に 近 接 し た 患 者 の 眼 の 強 膜 を 圧 迫 す る 工 程 と 、
　 前 記 強 膜 を 通 し て 前 記 毛 様 体 領 域 に レ ー ザ 光 の ビ ー ム を 向 け る 工 程 と 、
　 免 疫 反 応 を 引 き 起 こ す 工 程 と 、 を 備 え る 、 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 レ ー ザ は 、 ７ ０ ０ ｎ ｍ か ら １ ０ ０ ０ ｎ ｍ の 範 囲 の 波 長 を 有 す る 、 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 レ ー ザ は 、 チ タ ン サ フ ァ イ ア レ ー ザ で あ る 、 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 請 求 項 ２ １ に 記 載 の 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 免 疫 反 応 は 、 サ イ ト カ イ ン お よ び マ ク ロ フ ァ ー ジ の 活 性 化 を 含 む 、 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 光 エ ネ ル ギ を 用 い て 前 房 隅 角 部 の 領 域 に お い て 組 織 の 改 善 を 引 き 起 こ す こ と
で 、 ブ ド ウ 膜 強 膜 面 の 経 路 を 通 し て の 房 水 流 出 を 促 進 し て 眼 圧 （ Ｉ Ｏ Ｐ ） を 低 減 す る 緑 内
障 の 治 療 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 緑 内 障 は 、 一 般 的 な 健 康 障 害 で あ り 、 米 国 民 の 約 ２ ％ が 罹 患 し て い る 。 多 く の 種 類 の 緑
内 障 で 、 眼 内 の 眼 圧 （ Ｉ Ｏ Ｐ ） が 上 昇 し 、 視 神 経 に お け る 病 変 や 、 中 心 視 野 お よ び 周 辺 視
野 の 欠 損 を 引 き 起 こ し う る 。 長 期 間 に わ た っ て 高 い Ｉ Ｏ Ｐ が 続 く と 、 完 全 に 失 明 す る こ と
も あ る 。 Ｉ Ｏ Ｐ の 上 昇 は 、 眼 に お け る 流 体 の 流 入 と 流 出 と の 不 均 衡 に よ っ て 引 き 起 こ さ れ
る も の で あ り 、 治 療 の 第 １ の 目 的 は 、 眼 圧 を 低 下 さ せ る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 眼 の 前 房 は 、 水 晶 体 の 周 り の 毛 様 体 に よ っ て 絶 え 間 な く 産 生 さ れ る 透 明 な 流 体 で あ る 房
水 を 含 む 。 眼 の 前 房 を 通 る 房 水 の 一 定 の 流 れ は 、 ２ つ の 異 な る 経 路 を 通 っ て 流 れ 出 る 。 １
つ の 重 要 な 房 水 流 出 経 路 は 、 線 維 柱 帯 お よ び シ ュ レ ム 管 を 通 る 経 路 で あ る 。 線 維 柱 帯 は 、
「 隅 角 」 に お い て 眼 の 周 囲 を ３ ６ ０ ° 取 り 囲 む 濾 過 構 造 で あ る 。 隅 角 と は 、 虹 彩 、 強 膜 、
お よ び 角 膜 の 間 の 接 合 部 分 で あ る 。 線 維 柱 帯 は 、 シ ュ レ ム 管 に 達 す る 流 出 を 濾 過 す る 膠 原
線 維 の 層 か ら な る 。 線 維 柱 帯 は 、 濾 過 構 造 に 捕 ら え ら れ る 細 胞 外 物 質 を 分 解 す る た め の 酵
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素 を 産 生 す る 単 層 の 線 維 柱 帯 細 胞 を 有 す る 。 シ ュ レ ム 管 は 、 線 維 柱 帯 に 隣 接 し て 眼 の 周 囲
を 囲 む 通 路 す な わ ち 一 連 の 隔 壁 で あ る 。 房 水 は 、 シ ュ レ ム 管 か ら 上 強 膜 静 脈 系 に 流 出 す る
一 連 の 集 水 路 を 通 し て シ ュ レ ム 管 か ら 流 出 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 第 ２ の 房 水 流 出 経 路 は 、 毛 様 体 お よ び ブ ド ウ 膜 強 膜 面 の 領 域 を 通 る 経 路 で あ り 、 流 体 は
、 組 織 を 通 し て 毛 様 体 の 筋 線 維 の 間 を 直 接 的 に 外 向 き に 移 動 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 正 常 な 眼 で は 、 毛 様 体 に よ っ て 産 生 さ れ る 房 水 が 、 流 出 す る 房 水 と 等 し く 、 そ れ に よ り
、 Ｉ Ｏ Ｐ は 、 １ ５ な い し ２ １ ｍ ｍ Ｈ ｇ の 範 囲 で 一 定 に 保 た れ る 。 緑 内 障 を 罹 患 し た 患 者 で
は 、 流 出 系 に お け る 抵 抗 は 、 約 ２ １ ｍ ｍ Ｈ ｇ を 超 え る 。 最 も 一 般 的 な 種 類 の 緑 内 障 で あ る
原 発 開 放 隅 角 緑 内 障 （ Ｐ Ｏ Ａ Ｇ ） で は 、 流 体 の 流 出 に 対 す る 主 な 抵 抗 は 、 シ ュ レ ム 管 に 隣
接 す る 線 維 柱 帯 の 領 域 付 近 に 集 中 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 眼 圧 を 低 下 さ せ る こ と に よ っ て 緑 内 障 を 治 療 す る た め に 、 多 く の 治 療 法 が 開 発 さ れ て き
た 。 薬 理 療 法 と し て は 、 毛 様 体 に よ る 房 水 の 産 生 を 低 減 す る 、 も し く は 、 ブ ド ウ 膜 強 膜 経
路 を 通 し て の 房 水 の 流 出 を 増 大 さ せ る 局 所 点 眼 薬 や 経 口 薬 が 挙 げ ら れ る 。 し か し な が ら 、
薬 剤 は 、 視 覚 低 下 、 ア レ ル ギ ー 反 応 、 頭 痛 、 他 の 薬 剤 と の 相 互 作 用 の 危 険 性 な ど 、 深 刻 な
副 作 用 を 起 こ す こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 開 放 隅 角 緑 内 障 を 治 療 す る た め の 外 科 的 な 方 法 と し て は 、 レ ー ザ 線 維 柱 帯 形 成 術 、 線 維
柱 帯 切 除 術 、 お よ び 房 水 シ ャ ン ト の 移 植 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 線 維 柱 帯 切 除 術 は 、 広 く 行 わ れ て い る 手 術 で あ り 、 顕 微 鏡 下 手 術 に よ っ て 、 線 維 柱 帯 を
切 除 し て 、 線 維 柱 帯 を 通 し て 、 よ り 迅 速 に 房 水 が 流 出 す る こ と を 可 能 に す る 。 か か る 処 置
は 、 長 期 的 な 成 功 は 限 ら れ て い る こ と が わ か っ て い る 。 切 除 術 は 、 し ば し ば 、 体 の 創 傷 治
癒 の 反 応 と 、 線 維 柱 帯 に お け る 切 開 の 開 口 部 を 修 復 し て 閉 じ る 線 維 形 成 と に よ っ て 、 時 間
と 共 に 効 果 が な く な る 。 切 開 部 分 が 治 癒 す る と 、 眼 圧 は 再 び 上 昇 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 房 水 が 、 眼 の 前 房 か ら 強 膜 ま た は 結 膜 下 腔 に 流 出 す る 流 路 を 提 供 す る た め の 移 植 可 能 な
シ ャ ン ト や 外 科 的 方 法 も 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 線 維 柱 帯 切 除 術 お よ び シ ャ ン ト 術 と 、 そ の 変 形 物 は 、 い く つ か の 欠 点 を 有 し 、 成 功 率 が
あ ま り 高 く な い 。 か か る 手 術 は 、 強 膜 の 全 層 に わ た っ て 結 膜 下 腔 ま で 切 開 す る た め に 、 か
な り の 外 科 的 技 量 を 必 要 と す る 。 さ ら に 、 手 術 に よ っ て 、 眼 に 対 し て か な り の 外 傷 を 引 き
起 こ す 。 そ れ ら の 処 置 は 、 一 般 に 、 手 術 室 で 実 行 さ れ 、 長 期 間 の 療 養 期 間 を 必 要 と す る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 で は 、 ほ 乳 類 の 眼 の 眼 圧 を 処 置 す る た め の 方 法 で あ っ て 、 眼 の 毛 様
体 領 域 に レ ー ザ 光 を 向 け る 工 程 と 、 毛 様 体 領 域 を 刺 激 す る 工 程 と 、 毛 様 体 領 域 に 詰 ま っ た
破 片 を 除 去 す る 工 程 と 、 を 備 え る 、 方 法 が 提 供 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 で は 、 レ ー ザ 光 は 、 ５ ０ μ ｍ 以 上 の 透 過 深 さ を 有 す る 、 方 法 が 提
供 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 で は 、 レ ー ザ 光 は 、 ７ ０ μ ｍ 以 上 の 透 過 深 さ を 有 す る 、 方 法 が 提
供 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 実 施 形 態 で は 、 レ ー ザ 光 は 、 ２ ０ ０ μ ｍ 以 上 の 透 過 深 さ を 有 す る 、
方 法 が 提 供 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 本 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 形 態 で は 、 毛 様 体 領 域 の 毛 様 体 線 維 柱 帯 を レ ー ザ 光 の 標 的 に す
る 工 程 を さ ら に 備 え る 、 方 法 が 提 供 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の ま た 別 の 実 施 形 態 で は 、 免 疫 反 応 を 引 き 起 こ す 工 程 を さ ら に 備 え る 、 方 法 が 提
供 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の ま た 他 の 実 施 形 態 で は 、 免 疫 反 応 は 、 サ イ ト カ イ ン お よ び マ ク ロ フ ァ ー ジ の 活
性 化 を 含 む 、 方 法 が 提 供 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の ま た さ ら に 別 の 実 施 形 態 で は 、 毛 様 体 線 維 柱 帯 に レ ー ザ 光 を 隅 角 鏡 に よ っ て 供
給 す る 工 程 を さ ら に 備 え る 、 方 法 が 提 供 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の ま た さ ら に 他 の 実 施 形 態 で は 、 毛 様 体 領 域 内 に 位 置 す る 毛 様 体 を 標 的 に す る 工
程 を さ ら に 備 え る 、 方 法 が 提 供 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 で は 、 免 疫 反 応 を 引 き 起 こ す 工 程 を さ ら に 備 え る 、 方 法 が 提 供 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 で は 、 免 疫 反 応 は 、 サ イ ト カ イ ン お よ び マ ク ロ フ ァ ー ジ の 活 性 化
を 含 む 、 方 法 が 提 供 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 で は 、 眼 の 強 膜 を レ ー ザ 供 給 装 置 で 圧 迫 す る 工 程 を さ ら に 備 え る
、 方 法 が 提 供 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 実 施 形 態 で は 、 眼 の 強 膜 を 通 し て レ ー ザ 光 を 送 る 工 程 を さ ら に 備 え
る 、 方 法 が 提 供 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 の さ ら に 他 の 実 施 形 態 で は 、 強 膜 上 の 複 数 の 点 を 扱 う 工 程 を さ ら に 備 え る 、 方 法
が 提 供 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の ま た 別 の 実 施 形 態 で は 、 レ ー ザ 光 は 、 ６ ０ ０ ｎ ｍ よ り 大 き い 波 長 を 有 す る 、 方
法 が 提 供 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の ま た 他 の 実 施 形 態 で は 、 レ ー ザ 光 は 、 ７ ０ ０ ｎ ｍ か ら １ ０ ０ ０ ｎ ｍ の 範 囲 の 波
長 を 有 す る 、 方 法 が 提 供 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 の ま た さ ら に 別 の 実 施 形 態 で は 、 レ ー ザ 光 は 、 チ タ ン サ フ ァ イ ア レ ー ザ に よ っ て
生 成 さ れ る 、 方 法 が 提 供 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 で は 、 ほ 乳 類 の 眼 の 眼 圧 を 処 置 す る た め の シ ス テ ム で あ っ て 、 ５ ０
μ ｍ よ り 大 き い 範 囲 の 組 織 透 過 性 を 有 す る レ ー ザ 光 を 生 成 す る レ ー ザ 生 成 器 と 、 レ ー ザ に
結 合 さ れ た レ ー ザ 供 給 装 置 と 、 を 備 え 、 レ ー ザ 光 は 、 眼 の 毛 様 体 を 標 的 に す る 、 シ ス テ ム
が 提 供 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 で は 、 眼 の 前 房 の 周 り に 配 置 さ れ た 接 触 リ ン グ を さ ら に 備 え 、 レ
ー ザ 光 は 、 複 数 の 標 的 点 に 同 時 に 供 給 さ れ る 、 シ ス テ ム が 提 供 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 で は 、 レ ー ザ 供 給 装 置 は 、 眼 の 強 膜 に 直 接 的 に 接 触 す る よ う 構 成
さ れ て い る 、 シ ス テ ム が 提 供 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
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　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 で は 、 強 膜 越 し に 毛 様 体 形 成 を 行 う た め の 方 法 で あ っ て 、 眼 の 毛 様
体 領 域 に 近 接 し た 患 者 の 眼 の 強 膜 を 圧 迫 す る 工 程 と 、 強 膜 を 通 し て 毛 様 体 領 域 に レ ー ザ 光
の ビ ー ム を 向 け る 工 程 と 、 免 疫 反 応 を 引 き 起 こ す 工 程 と 、 を 備 え る 、 方 法 が 提 供 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 で は 、 レ ー ザ 光 は 、 ７ ０ ０ ｎ ｍ か ら １ ０ ０ ０ ｎ ｍ の 範 囲 の 波 長 を
有 す る 、 方 法 が 提 供 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 で は 、 レ ー ザ は 、 チ タ ン サ フ ァ イ ア レ ー ザ で あ る 、 方 法 が 提 供 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 実 施 形 態 で は 、 免 疫 反 応 は 、 サ イ ト カ イ ン お よ び マ ク ロ フ ァ ー ジ の
活 性 化 を 含 む 、 方 法 が 提 供 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 本 明 細 書 に 記 載 さ れ た 特 徴 お よ び 利 点 は 、 包 括 的 な も の で は な く 、 特 に 、 図 面 、 明 細 書
、 お よ び 請 求 項 か ら 、 多 く の さ ら な る 特 徴 お よ び 利 点 が 、 当 業 者 に と っ て 明 ら か に な る 。
さ ら に 、 本 明 細 書 で 用 い ら れ て い る 用 語 は 、 主 に 読 み や す さ と 説 明 上 の 目 的 か ら 選 択 さ れ
て お り 、 本 発 明 の 主 題 の 範 囲 を 限 定 す る も の で は な い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 １ は 、 人 間 の 眼 の 前 房 １ ０ ０ に 関 す る 解 剖 学 的 構 造 を 示 し て い る 。 本 発 明 は 、 前 房 の
周 辺 に お け る 狭 い 面 内 の 標 的 組 織 領 域 １ ０ ５ に エ ネ ル ギ を 加 え る こ と に よ り 、 前 房 １ ０ ０
か ら の 房 水 の 流 出 を 促 進 す る 手 段 に 関 す る 。 眼 の 前 房 は 、 毛 様 体 に よ っ て 絶 え 間 な く 産 生
さ れ る 透 明 な 流 体 で あ る 房 水 を 含 む 。 眼 の 前 房 を 通 る 房 水 の 一 定 の 流 れ は 、 以 下 に 示 す ２
つ の 異 な る 経 路 を 通 っ て 流 れ 出 る 。 す な わ ち 、 （ ｉ ） 角 膜 － 強 膜 間 の 線 維 柱 帯 お よ び シ ュ
レ ム 管 、 （ ｉ ｉ ） ブ ド ウ 膜 強 膜 経 路 、 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ブ ド ウ 膜 強 膜 経 路 の 周 り の 組 織 に 光 治 療 を 施 す こ と で 、 流 出 を 促 進 で き る こ と が わ か っ
て い る 。 標 的 組 織 は 、 ブ ド ウ 膜 と 強 膜 １ ０ ６ と の 境 界 付 近 に あ り 、 本 明 細 書 で は 、 ブ ド ウ
膜 － 虹 彩 線 維 １ ０ ５ （ 図 １ ） と 呼 ぶ こ と も あ る 。 標 的 組 織 領 域 １ ０ ５ は 、 図 １ に １ １ ０ と
し て 示 し た ブ ド ウ 膜 － 強 膜 面 に 移 行 す る 。 眼 の ブ ド ウ 膜 は 、 虹 彩 １ １ ２ と 毛 様 体 １ １ ４ と
脈 絡 膜 １ １ ６ と で 構 成 さ れ る 。 図 １ の 虹 彩 は 、 瞳 孔 １ １ ８ を 取 り 囲 む 眼 の 覆 い で あ る 。 毛
様 体 １ １ ４ は 、 虹 彩 と 脈 絡 膜 １ １ ６ と を 結 合 す る 組 織 体 で あ り 、 眼 の 水 晶 体 （ 図 示 せ ず ）
に 作 用 し て 形 状 を 変 化 さ せ る 毛 様 体 筋 １ ２ ２ の 筋 群 を 含 む 。 眼 の 脈 絡 膜 １ １ ６ は 、 強 膜 （
白 眼 ） １ ０ ６ と 網 膜 （ 眼 底 の 内 側 を 覆 う 神 経 層 ） と の 間 に 位 置 す る 眼 の 薄 い 血 管 中 間 層 で
あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 上 述 の よ う に 、 毛 様 体 １ ０ ４ お よ び ブ ド ウ 膜 強 膜 面 １ １ ０ の 領 域 を 通 る 重 要 な 房 水 の 流
出 経 路 が あ り 、 流 体 は 、 前 房 １ ０ ０ か ら 組 織 を 通 し て 毛 様 体 の 筋 線 維 １ ２ ２ の 間 を 直 接 的
に 外 向 き に 移 動 す る 。 前 房 １ ０ ０ と 毛 様 体 筋 １ ２ ２ と の 間 に は 、 ほ ぼ 組 織 壁 が な い 。 し た
が っ て 、 房 水 が 、 筋 束 １ ２ ２ の 間 を 通 り 脈 絡 膜 上 の 空 間 （ す な わ ち 、 ブ ド ウ 膜 強 膜 面 １ １
０ ） 内 を 通 る こ と を 妨 げ る 膜 や 障 壁 が な い 。 前 房 の 周 辺 の 領 域 は 、 虹 彩 １ １ ２ の 最 も 外 側
の 周 辺 の ブ ド ウ 膜 － 虹 彩 線 維 １ ０ ５ （ す な わ ち 、 毛 様 体 の 線 維 柱 帯 ） と し て 説 明 し た 線 維
ま た は 組 織 の 領 域 を 含 む （ 図 １ お よ び ２ 参 照 ） 。 図 ２ は 、 虹 彩 の 線 維 組 織 領 域 １ ０ ５ お よ
び 毛 様 体 筋 束 １ ２ ２ を 通 る ブ ド ウ 膜 強 膜 流 出 経 路 を 示 し て い る 。 本 明 細 書 で 用 い ら れ て い
る よ う に 、 「 ブ ド ウ 膜 強 膜 流 出 」 と い う 用 語 は 、 角 膜 － 強 膜 間 の 線 維 柱 帯 （ 小 柱 網 ） １ ２
８ お よ び シ ュ レ ム 管 １ ３ ２ （ 図 １ 参 照 ） の 後 方 に 位 置 す る 組 織 を 通 し て 前 房 １ ０ ０ か ら 流
れ 出 す 房 水 の 流 出 を 意 味 す る 。 換 言 す れ ば 、 房 水 は 、 毛 様 体 筋 束 １ ２ ２ 、 虹 彩 １ １ ２ の 周
辺 、 お よ び 、 通 常 は 、 ブ ド ウ 膜 － 虹 彩 線 維 １ ０ ５ を 通 っ て 、 ブ ド ウ 膜 強 膜 面 １ １ ０ に 流 れ
る 。 そ の 後 、 房 水 は 、 静 脈 系 に 入 り 、 強 膜 に 浸 入 も し く は 通 過 す る こ と が で き る と 考 え ら

10

20

30

40

50

(6) JP 2007-518539 A 2007.7.12



れ て い る 。 脈 絡 膜 １ １ ６ お よ び 毛 様 体 突 起 １ １ ４ （ 図 １ ） の 血 管 は 、 透 過 性 が 高 く 、 そ の
た め 、 ブ ド ウ 膜 の 血 管 外 の 空 間 に お け る タ ン パ ク 質 の 濃 度 は 、 非 常 に 高 い 。 こ れ ら の タ ン
パ ク 質 は 、 強 膜 （ ア ル ブ ミ ン ） を 通 し て 眼 の 内 部 か ら 出 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ３ は 、 角 膜 － 強 膜 間 の 線 維 柱 帯 １ ２ ８ お よ び シ ュ レ ム 管 １ ３ ２ を 通 る 他 の 主 要 な 房 水
流 出 路 を 示 し て い る 。 房 水 が 、 真 の ３ ６ ０ ° の 管 と 言 う よ り も 一 連 の 隔 壁 で あ る シ ュ レ ム
管 １ ３ ２ に 到 達 す る と 、 流 出 は 、 さ ら に 、 外 向 き に 伸 び て 流 体 を 結 膜 １ ４ ０ の 内 部 の 上 強
膜 静 脈 系 に 通 す 集 水 路 １ ３ ６ を 通 り 抜 け る 。 本 開 示 の 図 ２ お よ び ３ な ど で は 、 こ れ ら の 房
水 の 流 れ を 「 シ ュ レ ム 流 出 」 と 呼 ん で い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ３ の 分 解 図 は 、 房 水 が 前 房 １ ０ ０ か ら 流 出 す る ２ つ の 異 な る 流 路 を よ く 示 し て い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ４ は 、 若 く 健 康 な 眼 を 示 し て お り 、 色 素 （ 例 え ば 、 水 晶 体 や 虹 彩 に 由 来 す る も の ） お
よ び そ の 他 の 細 胞 破 片 １ ５ ０ が 、 前 房 １ ０ ０ 内 を 循 環 し 、 ブ ド ウ 膜 強 膜 流 出 お よ び シ ュ レ
ム 流 出 を 通 し て 房 水 と 共 に 自 然 に 流 出 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 発 明 者 は 、 若 年 者 の 眼 と 高 齢 者 の 緑 内 障 眼 と に つ い て 、 比 較 形 態 学 的 研 究 を 行 っ た 。 予
測 通 り 、 こ れ ら の 研 究 に よ っ て 、 高 齢 者 の 緑 内 障 眼 に お け る シ ュ レ ム 管 の 内 皮 下 領 域 で 細
胞 外 物 質 が 増 加 す る こ と が わ か っ た 。 特 に 興 味 深 い の は 、 発 明 者 は 、 さ ら に 、 ブ ド ウ 膜 強
膜 面 １ ０ ０ お よ び 筋 束 １ ２ ２ の 流 出 経 路 に お け る 細 胞 外 物 質 の 有 意 な 増 加 を 観 察 し た 。 一
部 の 研 究 で は 、 ブ ド ウ 膜 強 膜 流 出 経 路 の 組 織 内 で 、 あ る 種 の プ ラ ー ク が 形 成 さ れ て い る と
思 わ れ る 。 図 ５ は 、 高 齢 者 の 緑 内 障 眼 に 蓄 積 し た 破 片 １ ５ ０ を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ７ お よ び ８ は 、 図 ４ お よ び ５ に 対 応 す る 若 年 者 の 目 お よ び 高 齢 者 の 緑 内 障 眼 の 画 像 を
そ れ ぞ れ 示 し て い る 。 図 ７ の 画 像 に お い て 、 若 年 者 の 目 は 、 流 体 の 流 出 を 可 能 に す る 十 分
な 筋 肉 間 の 空 間 を 有 す る 。 図 ８ の 緑 内 障 眼 の 画 像 に お い て は 、 密 性 結 合 組 織 お よ び プ ラ ー
ク 様 の 物 質 と が 存 在 す る 。 な お 、 プ ラ ー ク 様 の 物 質 は 、 細 胞 破 片 の 集 積 と 、 結 合 組 織 の 成
長 を 引 き 起 こ す 創 傷 治 癒 反 応 と に 起 因 す る と 思 わ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 動 物 モ デ ル に 適 用 し た 本 発 明 の 一 実 施 形 態 で は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 角 膜 － 強 膜 間 の 線
維 柱 帯 １ ２ ８ の 後 部 の ブ ド ウ 膜 お よ び 強 膜 の 接 合 部 （ 図 １ な い し ８ の 組 織 領 域 １ ０ ５ 、 本
明 細 書 で は 、 ブ ド ウ 膜 － 虹 彩 線 維 ま た は 毛 様 体 の 線 維 柱 帯 組 織 １ ０ ５ と も 呼 ん で い る ） の
周 辺 に レ ー ザ を 照 射 し た 結 果 、 ブ ド ウ 膜 強 膜 経 路 を 通 る 流 出 が 増 進 さ れ た 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 は 、 ブ ド ウ 膜 － 虹 彩 線 維 １ ０ ５ 、 周 辺 虹 彩 、 お よ び 、 一 般 的 に は 、
前 房 に 露 出 し た ブ ド ウ 膜 － 強 膜 間 の 界 面 １ １ ０ に 、 レ ー ザ 照 射 に よ っ て エ ネ ル ギ を 供 給 す
る こ と に 基 づ い て お り 、 そ れ に よ っ て 、 図 ２ お よ び ３ に 示 し た 「 ブ ド ウ 膜 強 膜 流 出 」 を 通
し て の 房 水 の 流 れ が 増 進 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 は 、 前 房 １ ０ ０ に 露 出 し た ブ ド ウ 膜 － 強 膜 間 の 結 合 部 の 周 囲 、 す な
わ ち 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 ブ ド ウ 膜 虹 彩 線 維 組 織 １ ０ ５ ま た は 毛 様 体 の 線 維 柱 帯 の 領 域 に
エ ネ ル ギ を 供 給 す る 別 の レ ー ザ 照 射 利 用 法 を 含 む 。 レ ー ザ の エ ネ ル ギ は 、 当 業 者 に 周 知 の
よ う に 、 隅 角 鏡 を 用 い て 供 給 さ れ 、 ３ ６ ０ ° バ ン ド で あ っ て も よ い し 、 よ り 小 さ い 任 意 の
角 度 領 域 で あ っ て も よ い 。 以 下 の エ ネ ル ギ 供 給 パ ラ メ ー タ が 、 組 織 の 変 更 、 お よ び 、 組 織
領 域 １ ０ ５ に お け る 流 体 の 透 過 性 お よ び 流 出 の 増 大 を 引 き 起 こ し う る こ と が わ か っ た 。 様
々 な 実 施 形 態 に よ る と 、 変 更 は 、 バ イ オ シ ョ ッ ク 、 微 小 振 動 、 短 バ イ オ シ ョ ッ ク 、 バ イ オ
ウ ル ト ラ シ ョ ッ ク 、 フ ォ ト キ ャ ビ テ ー シ ョ ン 、 マ イ ク ロ キ ャ ビ テ ー シ ョ ン 、 衝 撃 波 、 ま た
は 、 熱 的 効 果 で よ い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 で は 、 レ ー ザ 照 射 は 、 ４ ０ ０ か ら １ ５ ５ ０ ナ ノ メ ー ト ル の 間 の 波 長
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を 有 し て お り 、 ７ ５ ０ か ら １ ０ ０ ０ ナ ノ メ ー ト ル の 間 の 波 長 で あ る こ と が 、 よ り 好 ま し い
。 そ の 方 法 で は 、 １ か ら ５ ０ ０ ミ リ ジ ュ ー ル （ ｍ Ｊ ） の 範 囲 の レ ー ザ パ ル ス 当 た り の エ ネ
ル ギ レ ベ ル を 用 い て お り 、 パ ル ス 当 た り １ ０ か ら ２ ５ ０ ミ リ ジ ュ ー ル の 範 囲 の エ ネ ル ギ レ
ベ ル が 、 よ り 好 ま し い 。 そ の 方 法 は 、 １ か ら ５ ０ マ イ ク ロ 秒 の 範 囲 の レ ー ザ パ ル ス 幅 を 用
い て お り 、 ５ か ら ２ ５ マ イ ク ロ 秒 の パ ル ス 幅 が 、 よ り 好 ま し い 。 そ の 方 法 は 、 約 ５ ０ か ら
２ ０ ０ ミ ク ロ ン の 範 囲 の レ ー ザ ス ポ ッ ト サ イ ズ を 用 い る 。 適 切 な レ ー ザ 源 の １ つ と し て 、
７ ８ ５ か ら ７ ９ ５ ｎ ｍ の 範 囲 の 波 長 を 生 成 す る 種 類 の チ タ ン サ フ ァ イ ア レ ー ザ が 挙 げ ら れ
る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 で は 、 毛 様 体 領 域 を 刺 激 す る 方 法 が 提 供 さ れ て お り 、 毛 様 体 １ １ ４
お よ び ブ ド ウ 膜 強 膜 流 出 路 に 、 コ ヒ ー レ ン ト 光 が 照 射 さ れ る 。 か か る 刺 激 は 、 生 物 学 的 反
応 を 活 性 化 さ せ る も の で あ り 、 一 実 施 形 態 で は 、 こ の 生 物 学 的 反 応 は 、 マ ク ロ フ ァ ー ジ お
よ び サ イ ト カ イ ン の 漸 増 を 含 む 。 コ ヒ ー レ ン ト 光 は 、 か か る 光 の ビ ー ム を 眼 の 前 房 １ ０ ０
を 通 し て 毛 様 体 の 線 維 柱 帯 に 向 け る 、 も し く は 、 強 膜 を 横 断 し て 毛 様 体 に ビ ー ム を 向 け る
こ と に よ っ て 導 入 さ れ て よ い 。 一 実 施 形 態 で は 、 コ ヒ ー レ ン ト 光 は 、 ７ ９ ０ ｎ ｍ の 波 長 を
有 す る チ タ ン サ フ ァ イ ア レ ー ザ に よ っ て 供 給 さ れ る 。 本 発 明 の 範 囲 内 で 、 適 切 で 有 効 な 組
織 透 過 性 を 有 す る 他 の レ ー ザ を 用 い て よ い こ と は 、 当 業 者 に と っ て 明 ら か で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 眼 の 前 房 を 通 し て 光 が 照 射 さ れ る 一 実 施 形 態 で は 、 レ ー ザ 光 は 、 前 房 １ ０ ０ 内 に 向 け ら
れ 、 そ の 焦 点 は 、 毛 様 体 の 線 維 柱 帯 １ ０ ５ の 近 傍 に 合 わ さ れ て よ い 。 か か る 一 実 施 形 態 で
は 、 レ ー ザ の 焦 点 は 、 ブ ド ウ 膜 強 膜 流 出 経 路 、 毛 様 体 、 お よ び 毛 様 体 の 線 維 柱 帯 に よ っ て
規 定 さ れ る 毛 様 体 領 域 に 配 置 さ れ る こ と が 望 ま し い 。 か か る 一 実 施 形 態 で は 、 光 は 、 隅 角
レ ン ズ 、 ま た は 、 前 房 の 隅 角 に 向 け た 光 の 観 察 や 方 向 に 適 切 な そ の 他 の 装 置 を 用 い て 供 給
さ れ て よ い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 あ る い は 、 図 ９ お よ び 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 コ ヒ ー レ ン ト 光 は 、 強 膜 を 通 し て 毛 様 体 １
１ ４ に 向 け ら れ て も よ い 。 強 膜 に 圧 力 を 掛 け る と 、 強 膜 は 、 特 定 の 波 長 の 光 を 通 す よ う に
な る 。 強 膜 の 特 性 に よ り 、 プ ロ ー ブ や そ の 他 の 光 供 給 装 置 を 押 し つ け て 強 膜 を 圧 迫 し た 際
に 、 強 膜 を 通 し て の レ ー ザ 光 の 通 過 が 可 能 に な る 。 レ ー ザ プ ロ ー ブ や そ の 他 の コ ヒ ー レ ン
ト 光 供 給 装 置 を 強 膜 の 外 側 に 押 し つ け る こ と に よ り 、 コ ヒ ー レ ン ト 光 は 、 眼 の 外 側 を 通 し
て 直 接 的 に 毛 様 体 の 領 域 に 供 給 さ れ て よ い 。 か か る 実 施 形 態 で は 、 コ ヒ ー レ ン ト 光 は 、 通
例 、 約 ２ ０ ０ μ ｍ の 透 過 を 可 能 に す る 光 源 か ら 選 択 さ れ る 。 一 実 施 形 態 で は 、 ７ ９ ０ ｎ ｍ
の 波 長 を 有 す る レ ー ザ が 用 い ら れ る 。 か か る 実 施 形 態 で は 、 正 し い 反 応 を 引 き 起 こ す た め
に 、 透 過 深 さ は 、 強 膜 の 外 側 と 標 的 領 域 と の 間 に 位 置 す る 構 造 の 厚 さ よ り も 大 き い 必 要 が
あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 か か る 実 施 形 態 で は 、 光 は 、 使 用 者 が 操 作 す る ペ ン ま た は 鉛 筆 の よ う な プ ロ ー ブ に よ っ
て 供 給 さ れ て よ い 。 プ ロ ー ブ は 、 光 フ ァ イ バ の 光 供 給 路 と 、 レ ン ズ ま た は 鏡 の ア レ イ と か
ら な っ て よ く 、 そ れ に よ っ て 、 光 の 焦 点 が 、 標 的 領 域 に 合 わ せ ら れ る 。 一 実 施 形 態 で は 、
ア レ イ １ ５ ６ の レ ン ズ が 、 プ ロ ー ブ の 末 端 に 配 置 さ れ て お り 、 使 用 の 際 に は 、 対 象 と な る
眼 の 強 膜 に 接 触 す る よ う に 配 置 さ れ る 。 次 い で 、 使 用 者 は 、 強 膜 越 し に 毛 様 体 形 成 を 行 う
た め に 角 膜 の 周 り の １ ま た は 複 数 の 位 置 を 選 択 し て よ い 。 あ る い は 、 レ ー ザ は 、 角 膜 の 周
り に 環 状 に 配 置 さ れ た 複 数 の レ ン ズ を 通 し て 、 角 膜 の 周 り の 強 膜 に 位 置 す る 事 前 に 選 択 さ
れ た 複 数 の 場 所 に 同 時 に 照 射 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 か か る 実 施 形 態 で は 、 生 物 学 的 効 果 と 、 毛 様 体 の 線 維 柱 帯 お よ び ブ ド ウ 膜 強 膜 流 出 経 路
を 塞 ぐ デ ト リ タ ス や そ の 他 の 破 片 の 切 除 ま た は 除 去 と の 両 方 が 、 流 れ の 改 善 に 寄 与 す る こ
と で 、 上 昇 し た 眼 圧 を 低 下 さ せ る 。 食 細 胞 、 マ ク ロ フ ァ ー ジ 、 お よ び サ イ ト カ イ ン の 作 用
は 、 生 物 科 学 分 野 の 当 業 者 に よ く 理 解 さ れ て い る 。 レ ー ザ に よ る 毛 様 体 形 成 は 、 体 の 免 疫
反 応 を 効 果 的 に 刺 激 し 、 体 が 破 片 を 除 去 す る よ う 促 す 。 破 片 の 除 去 に よ り 、 房 水 の 流 れ の
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増 進 が 実 現 さ れ る た め 、 眼 圧 が 低 減 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 一 実 施 形 態 で は 、 標 的 領 域 は 、 少 な く と も ５ マ イ ク ロ 秒 の 光 パ ル ス に さ れ て よ い 。 別 の
実 施 形 態 で は 、 こ の パ ル ス は 、 ７ マ イ ク ロ 秒 で あ っ て も よ い し 、 ２ ０ マ イ ク ロ 秒 以 上 で あ
っ て も よ い 。 暴 露 時 間 が 異 な る こ と に よ り 、 異 な る 生 物 学 的 反 応 が 引 き 起 こ さ れ る こ と は
、 当 業 者 に と っ て 明 ら か で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 本 発 明 の 実 施 形 態 の 説 明 は 、 例 示 と 説 明 の た め に な さ れ た も の で あ る 。 そ の 説 明 は 、 包
括 的 で あ る こ と も 、 本 発 明 を 開 示 さ れ た 形 態 に 限 定 す る こ と も 意 図 さ れ て い な い 。 本 開 示
に 照 ら し て 、 多 く の 変 形 例 や 変 更 例 が 可 能 で あ る 。 本 発 明 の 範 囲 は 、 こ の 詳 細 な 説 明 で は
な く 、 添 付 の 特 許 請 求 の 範 囲 に よ っ て 限 定 さ れ る よ う 意 図 さ れ て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ５ 】
【 図 １ 】 ブ ド ウ 膜 － 強 膜 面 の 領 域 を 示 す 患 者 の 眼 の 解 剖 学 的 構 造 の 説 明 図 。
【 図 ２ 】 前 房 か ら の ２ つ の 房 水 の 流 出 経 路 を 示 す 図 １ と 同 様 の 説 明 図 。
【 図 ３ 】 前 房 か ら の ２ つ の 房 水 の 流 出 経 路 を 示 す 図 ２ の 分 解 図 。
【 図 ４ 】 若 年 者 の 眼 の 説 明 図 。
【 図 ５ 】 ブ ド ウ 膜 強 膜 流 出 経 路 に 破 片 お よ び プ ラ ー ク を 伴 っ た 高 齢 者 の 緑 内 障 眼 の 図 。
【 図 ６ 】 前 房 に 露 出 し た ブ ド ウ 膜 － 強 膜 間 の 境 界 付 近 の 組 織 領 域 の レ ー ザ 照 射 を 示 す 本 発
明 の 方 法 の 図 。
【 図 ７ 】 流 路 と 毛 様 体 筋 束 と を 示 す 若 年 者 の 眼 の 画 像 を 示 す 図 。
【 図 ８ 】 ブ ド ウ 膜 強 膜 流 出 経 路 に プ ラ ー ク お よ び 密 性 結 合 組 織 を 伴 っ た 高 齢 者 の 緑 内 障 眼
の 画 像 を 示 す 図 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 従 っ て 、 強 膜 越 し の 毛 様 体 形 成 を 示 す 人 間 の 眼 の 部 分 断 面
正 面 図 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 従 っ て 、 強 膜 越 し の 毛 様 体 形 成 を 示 す 人 間 の 眼 の 部 分 断
面 正 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 　 １ ０ ０ … ブ ド ウ 膜 強 膜 面
　 　 １ ０ ４ … 毛 様 体
　 　 １ ０ ５ … 線 維 組 織 領 域
　 　 １ ０ ６ … 強 膜
　 　 １ １ ０ … ブ ド ウ 膜 強 膜 面
　 　 １ １ ２ … 虹 彩
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